
◇厚生労働省では、社会

福祉法の一部を改正し、

福祉サービスの供給体制

の整備と充実を図るため、

社会福祉法人制度につい

て改革を行います。

法人を適正に経営するこ

とや事業運営の透明性の

向上他、財務状況の公表

などを求めています。

また社会問題でもある介

護人材の確保を推進する

ための措置、社会福祉施

設職員の処遇見直しを講

ずるとしています。

社会福祉協議会（社協）は地域福祉を推進しています。

福祉だより
ひらつか発行／社会福祉法人 平塚市社会福祉協議会

公式URL http://www.hiratsukasyakyo.jp/

社の字を図案化した

社協のマークです。

平成２９年(２０１７年）３月

〒２５４－００４７平塚市

追分１番４３号（福祉会館内）

ＴＥＬ０４６３（３３）１３７７

ＦＡＸ０４６３（３３）６５８８

https://www.facebook.com/hiratsukasyakyo

社会福祉法人って何？

法律改正に伴う制度改革で何が変わる

社会福祉法人の制度は、1951（昭和26）年に制定・施行され

た社会福祉事業法（現在の社会福祉法）により創設されました。当

時は戦後の混乱の中、行政だけで充分な対応ができず、民間で社会

福祉事業を行っていた個人や任意団体、民法の公益法人などの中か

ら適合する者を社会福祉法人として認可していきました。

その後、行政による措置の受託が社会福祉事業経営の中心になっ

たことで、社会福祉法人が福祉サービスの安定供給、制度の発展に

寄与しました。

2000（平成12）年の社会福祉基礎構造改革と介護保険は、今

日に至るさまざまな見直しの起点となっています。急激に進む高齢

社会に対応するために、より多くの事業者の参入を促し、同時に福

祉サービスの質の向上を図ることとしました。その結果、施設や

サービスの経営だけでなく社会福祉法人経営の合理化や近代化が求

められ、税制優遇に見合う国や地域への貢献、財務諸表の公開など

が指摘されるようになったのです。

今回の制度の見直しでは、福祉諸制度がなかった時代に私財を投

じて慈善救済に乗り出した先人たちの志、各々の法人の創始者の思

いや理念を再認識し、時代が求める法人経営、地域貢献、貧困への

救済、財務を含めた社会福祉法人の取り組みの発信などが行われる

ための契機となるものです。

～～お知らせ～～ すべての社会福祉法人の財務諸表が公開されます
今後、独立行政法人福祉医療機構のウェブサイトにて、「社会福祉法人の財務諸表

等電子開示システム」が稼働します。
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平成２８年度企業賛助会員名簿（敬称略、順不同）

・（株）片野屋

・（株）中尾住器

・（株）サカエヤ

・（株）へいあん

・（株）ヒラボウ

・（株）葦

・（株）伊達建設

・（株）花長

・（株）丸石

・（株）原電気商工

・（株）三藤

・（株）小長井治郎商店

・（株）川合工業所

・（株）田中工務店

平塚市社協の取組み！

共同募金会平塚市支会からのお知らせ
平成28年度共同募金の実績は、平成29年1月現在

●赤い羽根募金：23 ,062 ,370円 ●年末たすけあい募金：18 ,169 ,163円 です。

ありがとうございました。

市社協では、市内３２の社会福祉法人とその傘下の施設

に協議会会員になっていただくとともに、福祉施設部会を

構成しています。施設部会では、高齢、障がい、保育と

いった部門を中心に研修や社会福祉展などを実施していま

す。

社協としてこの改正を機に市内の各法人・福祉施設と地

域公益活動の展開における連携を強化していきます。

社会福祉法人の制度改革では、次の５項目が改革されます。
（１）経営組織のガバナンスの強化

・すべての法人に評議委員会を設け、法人の運営の適正化を図る。

（２）事業運営の透明性の向上

・法人の財務状況や役員報酬などを公表することで経営の透明化を図る。

（３）財務規律の強化

・法人の財産を有効に活用できるように財政状況を明確化する。

（４）地域における公益的な取組を実施する責務

・地域に対する貢献を今まで以上に実施するために、無料又は低額での福祉サービスの提供に

努める。

（５）行政の関与の在り方

・適正な運営に向けて、所管庁の機能を強化する。

１．社会福祉法人制度の改革

（１）介護人材確保に向けた組織の拡大

（２）福祉人材センターの機能強化

（３）介護福祉士の国家資格取得方法の見直しによる資質の向上等

（４）社会福祉施設職員等退職手当共済制度の見直し

２ 福祉人材の確保の促進

上記の４項目の内容を充実させることにより、介護の現場で

頑張っている方々の処遇を改善し、福祉サービスの受け手とな

る利用者にとっても、有意義な制度改革を目指しています。

ボランティアによる福祉学習指導

ここにも企業賛

助会費が使われて

います！

・（株）湊製作所

・（財）平塚市交通安全協会

・ＤＮライティング（株）

・みずほ証券（株）平塚支店

・シマヤ工業（株）

・ネッツトヨタ神奈川（株）

・（株）カナメ経営会計

・（株）横浜テクニカ

・（株）浅沼建設

・（株）米善本店

・丸島運輸（株）

・荒井商事（株）

・高崎金属（株）

・坂尻モータース

・（株）平塚イトウネジ

・山岸塗装(株)

・湘南倉庫運送（株）

・神田交通（株）

・神田鉄工（株）

・川口金属（株）

・相模総業（株）

・東海製茶（株）小林茶舗

・扶桑工業（株）

・平塚化成（株）

・平塚交通（株）

・平塚商工会議所

・油機工業（株）

・（株）根布工業

・美川ボデー（株）平塚工場

・（株）特別警備保障

・高砂香料工業（株）平塚工場

・（株）MACK代表取締役 牧石光男

・（特）ﾜｰｶｰｽﾞ･ｺﾚｸﾃｨﾌﾞういず

・（特）ﾜｰｶｰｽﾞ･ｺﾚｸﾃｨﾌﾞ笑顔

・（特）障害児・者・家族ｻﾎﾟｰﾄ事業所ｽﾌﾟﾗｳﾄ

・（株）ﾈﾓﾄ･ﾙﾐﾏﾃﾘｱﾙ平塚事業所

・第一三共プロファーマ（株）平塚工場

・日本パーカライジング（株）関東事業部

・湘南ケーブルネットワーク（株）

・湘南ステーションビル(株)

・（特）ﾜｰｶｰｽﾞ･ｺﾚｸﾃｨﾌﾞかめさん

・（株）ﾆﾁｲ学館 ﾆﾁｲｹｱｾﾝﾀｰ平塚

・（株）コンプレッサの三貴
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在宅や入所されている家族を介護している方を対象にした交流の場です。お茶を

飲みながらの世間話や情報交換のほか、専門職による「腰痛肩こり予防プログラ

ム」で心とからだをリフレッシュしませんか。

参加費 ：無料 日程：お問い合わせください（要予約）

募集要件：要介護高齢者の家族を在宅で、又は入所先に通って

介護している市内在住･在勤の方等

会場：市内の各福祉会館等にて開催

申込・問合せ：地域福祉推進課 地域支えあい班

電話 ０４６３－３３－３１００

社会福祉基金への寄附

あたたかい善意ありがとうございました
平成２８年６月から平成２９年１月まで

交通遺児への寄附
・スーパーＤ’ステーション平塚駅前店 ・港地区自治連（港地区と港交通支部・港地区盆おどり） ・神奈川県自転車商協同組合

児童福祉への寄附

・匿名７件 ・河内地蔵のお賽銭 合計８件 ２０，０００円

生活・仕事・病気等のことなどでお困りの方の悩み

に平塚市社会福祉協議会の専門スタッフが寄り添いながら、

他の専門機関と連携して解決に向けた支援を行います。

何かお困りごとや不安がありましたら、まずはご相

談ください。

「平塚市くらしサポート相談」

(生活困窮者自立相談支援事業)

問合せ： 平塚市 くらしサポート相談

平塚市役所 本館１階 １２８番窓口

電話0463-21-8813(直通) ＦＡＸ0463-21-9742

相談日時： 月～金 ８：３０～１７：００

★生活福祉資金等貸付制度の相談窓口を併設。

家族介護リフレッシュ事業参加者募集

『ひらつか元気応援ポイント事業』のご案内

インフォメーション

【平塚市社協地域支えあい】

http://hiratsukatiiki.blog.fc2.com/

※ 各事業の最新情報はこちらから

【平塚市社協ぼらんてぃあせんたー】

http://hiratsukavc.blog.fc2.com/

【福祉会館】

http://fukushikaikan.blog.fc2.com/

【南部福祉会館】
http://nanbufukushikaikan.blog.fc2.com/

運転ボランティアさんが足りません！
自力通学が困難な障がい児を対象に「ふくふく号」を使って特

別支援学校等への登下校の送迎サービスを実施しています。

平日の月曜日から金曜日の朝１時間又は午後の１時間こども達

の通学支援に皆様の力を貸して下さい。

ご協力いただける方、ご

連絡ください。お待ちして

おります。

問合せ先：

ボランティアセンター

電話：

０４６３－３３－０００７

平塚市内の介護保険施設等で、ご利用者とふれあい、趣味や特技を活かした活動

をすると、１時間でスタンプが１個つきます。（一日あたり２個が上限）

たまったポイントで、交付金又は市内名産品や農水産物を使った

加工品の詰め合わせセットに交換できます。

・平塚市内在住で６５歳以上の方が対象となります。

・説明会への参加が必要です。 まずは、お問い合わせ下さい。

・小林 正男 ５０，０００円
老人福祉への寄附

子育ての援助を受けたい方（依頼会

員）と援助を行いたい方（支援会員）

からなる会員組織で、支援会員は、

保育所や幼稚園等への送迎、放課

後・保護者の病気・外出時の預かり、

など行う有償ボランティアです。

支援会員を希望される方は、支援

会員講習会等の受講が必要です。詳

しくは下記にお問い合わせください。

電話・ファックス

０４６３－３４－７８４４

平塚市ファミリー・サポート・センター

平塚市ファミリー・サポート

・センター会員募集

ありがとうございました。

・磯崎輝夫８件

・山口司

・牛田和美

・斎藤正三

・塩田澪子

・進藤好造

・小野美水子

・江藤商店

・平塚友の会

・舞踊愛好会

・和裁趣味の会

・日産車体工長会

・コーラスさくら会

・鈴木外科内科医院

・平塚バプテスト教会

・湘南カラオケ同好会

・匠建設株式会社２件

・福祉会館窓口募金箱

・世界心道教平塚教会

・手芸サークルみどり会

・細川ウォッチ（細川孝一）

・平塚市ガス事業協同組合

・平塚市仏教会（湘南説法会）

・ニチイケアセンター湘南神田

・生命保険協会神奈川県協会

・三菱樹脂労働組合平塚支部

・湘南平塚福祉芸能実行委員会

・中央労働金庫平塚支店推進幹事会

・スーパーＤ’ステーション平塚駅前店２件

・社会福祉法人恩賜財団済生会平塚病院

・家庭倫理の会湘南中央平塚支部有志６件

・神奈川土建一般労働組合平塚支部金目分会

・湘南ひらつか舞踊公演実行委員会（七夕まつり）

・一般社団法人神奈川県公営競技弘済会理事長吉原壮宇太

・匿名３件
合計 ５１件 １，５５６，４９３円

合計 ３件 １８１，７３８円

敬称略、順不同
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「福祉だよりひらつか」は皆様からの賛助会費と赤い羽根共同募金の配分金により発行しております。

送迎用車両（ふくふく号）

http://hiratsukavc.blog.fc2.com/

障がいサービス通所施設：平塚栗原ホームで癒しと社会参加はいかがですか！？

「ありがとう」のこの1年！！
平成２８年４月から平塚市内で唯一の「自立訓練通所施設」と

平塚市内では不足している特殊浴槽常設の「生活介護通所施設」

を始めて１年を迎えました。

ご利用される方は、特別支援学校（養護学校）からの卒業生や

仕事中に怪我や病気をされた壮年期の方など年齢は様々ですが、

互いに励ましあい助け合いながら職員と共にボランティアの皆様

に支えられ、この１年を過ごしてきました。

自立訓練で社会に復帰！！ →
病気や事故で障がいを負って医療的リハビリを終えた方が、

社会復帰のため平塚栗原ホームで、１年～１年半の期間「自

立訓練＝社会的リハビリ」を受け、社会に戻ります。

Mさんは歩くことに自信を無くしていましたが、８か月の

訓練でバスの乗降ができるようになり、現在はボランティア

活動をしています。Ｆさんは養護学校卒業後１年間の社会的

リハビリを終えて、今後就労する予定です。

福祉展合同作品

← 生活介護で作品作り・お出かけ！そして・・・癒しのお風呂！！

生活介護事業では市役所で行われる展示即売会で販売する商品や社会福祉展の作品等をボ

ランティアの皆様と少しずつ作っています。商品としては、「帽子マグネット」「雑巾」

「香りの壁掛け」「毛糸・フェルト玉」等があります。また最近では工賃が発生する

「DVDケースの解体」などの作業も加わり、日々充実した内容になっています。

また社会参加として、ららぽーとでの外食や初詣など自分たちで行事やカラオケ等のレク

リエーションを企画し、職員と共に実施しています。

さらに、希望する人には、毎回癒しの入浴を提供しています。食事は、栄養士が毎週希望

を聞いて、メニューを作っています。

生活介護で社会貢献！！ →
生活介護事業では、「自分たちが支援を受けるだけではなく自分たちが出来る社会貢

献をしていこう！」ということで、ボランティアの皆様と「ペットボトルキャップで世

界の子どもたちに笑顔を！！」キャンペーンで「ワクチン」「栄養給食」と「文房具」

の支援に微力ですが貢献しています。

医療処置があっても利用しています！！ →
看護師が常駐しており、現在、胃瘻や経管栄養・吸引・人工呼

吸器といった医療処置がある方も利用しています。使用する医

療器具はご家庭と同様な対応とするため、ご本人の物をお持ち

いただきます。

写真 ①お昼に経管栄養

②車いすに人工呼吸器を積んで来所

③ベッドとエアマット常設

１

２

３

ボランティア
大募集中！

平塚栗原ホームは新しい出会いの場です！

入浴後のドライヤー掛け、ペットボトルキャップの整理・DVDケースの

解体等にご協力くださる個人のボランティアや平塚鍼灸マッサージ師

会や歌唱赤十字奉仕団・ガールスカウト等、ボランティア団体にもご協

力いただいています。

問合せ先 ☎ ０４６３－３５－３２２２

編集後記 福祉制度の改正のたびに、福祉施設を始め関係機関が対応におわ

れているようです。

公平・公正にサービスを提供することが重要だと思います。利用

者（市民）の皆様に不利にならないような制度改革が求められます。

利用希望の方

見学希望の方

～随時受付中～

☎0463
35-3222
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